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燃 料 と L て の 都 市 ご み
Town Refuse丘汀Incinerator Fuel

西 本 武 実*
TakemiNishimoto

高 橋 幸 男*
Yukio Takabashi

要 旨
わが国のごみ処理の主流をなすと考えられる焼却方式を対象として,都市ごみの燃料としての性状と,燃焼

に伴う排出物の性状ならびに装置の腐食問題について行なった調査,実験の結果を要約した｡

l.緒 言

人が住み･生活,生産が営まれる限り,ごみの発生排出ほ不可避

であり,生活水準や消費構造の変化と都市過密化にともない,その

量はますます増大する0大気や水質の汚染以外,直接的な悪臭,悪

疫を伴うごみの処軋ま･現在すでに大きな社会的問題となっている｡

本文は･今後しばらくごみ処理方式の主流をなすと考えられる焼

却処理方式を対象として,都市ごみの燃料としての性状と問題点(1〉

を要約したものである｡

2･ごみの排出量と処理法

2･lごみの排出量

アメリカにおいて現在の1人1日当たりごみ排出量は,1950年以

来60%増加し,70年代にほさらに50%増加して,2,300g/人/′日

を越すものと推定されている(2)｡

わが国では,一応500g/人/日をごみ処理装置の計画値として常用

されていたが,最近の実例(3)を10年前の実績(4)と比較すると表l

のようになり,1,000g/人/日になるのも間近いと考えられる｡

2.2 ごみの処声望方法

(1)投 棄 方 式

(2)堆肥(たいひ)化方式

(3)埋 立 方 式

(4)焼 却 方 式

この4方式がそれぞれのくふうをこらして実施されており,わが
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図1 主要都市のごみ処理の実態
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表1主要都市のごみ排出量 (g/人/日)
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表2 生 ご み の 組 成 (wt%)

地域

＼､∴野牛月
組成(wtタg)

大都市

42/4

工業都市

42/11

集村地帯

川 崎 市(5)

一般世帯 商店街

42/8 34年

厨 芥(ちゅうかい) 3臥4 34.2 36.8 24.7 24.1

紙 類 20･8124･6 19･5 24.8 27.7

木片,わら原 3.1

布 類 2.1
l

プラスチック析 6,4

5.2 10.1 5.3 3.8

2.6 2.7

8.2

4.1

1.6

3.7

39.1

5.0 3.7

金 属 類

ガラス,陶器,石原

3.7
l

4.6

8.7～3.9

4.49.2

15,3き14･1
32,9

仕 分 け 不 能 分 2仇9

江二(1)プラスチック頬には,合成樹脂,繊維,皮革,ゴム煩を含む｡

(2)仕分け不能分は･サイズが小さく目測選別が困難なもので,不

燃分と可燃分(水分を含む)の比は経験的にほぼ1:2である｡

国主要都市の実態は図l(3)(4)に示されたとおりで,地理的条件や環

境衛生面から次第に焼却方式に移る傾向にある｡

3･ごみの性状

ごみげ)性状は,各国の文化圏による差があるのほ当然であるが,

わが国においても都市,農札工場地帯,住宅地帯によって差があ

り,さらに同一地域でも季節による影響があり,性状のは捉ほ困難

である｡次にわれわれが調査した結果や,資料に基づき燃料として

の性状をマクロ的に取りまとめてみた｡
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蓑3 ご み の 成 分 と 発 熱 量

域l琶驚可燃分l不燃分l水
分

低位発熱量

(kcal/kg)

520

800

表6

表4 家庭ごみ中の可燃物質の成分

水分(%) 可燃分(%) 灰分(%)

大 都 市

中 都 市

農村地帯

42/4

43/11 1,350

610

400

792

成 分(%)

可鮒L不燃分】水分

低位発熱量

(kcal/
kg)

ビット

底 部

23.6

27.6

滞

積

ご

み

ト

部

ヅ

間

ピ

中

滞積 ごみ
平 均

生 ご み

生ごみ平均

26.2

33.2

31.7

30.0

27.8

31.0

27.9

31.4

29.6

20.9

13.5

24.5

21.6

17.3

24.0

22.8

23.5

22.3

22.0

22.2

11.1

20.4

21.4

19.4

40.0

46.0

50.0

46.0

51.0
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46.0

48.0

50.0
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47.2

51.0
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家庭ごみ中の可燃物質の基礎性状

元 素 分 析(Wt%)

代表試料

木,竹,わら炉

ヒニ【.′レ

プラスチック炉

元素組成

残飯(米)

ミカン皮

め ぎ し

◎

◎

42.3

43.4

6.54

6.33

0.37

4.47

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

41.9 5.32 2.08

50.8

45.8

50.7

4,160

4,120

4,760

44.6

47.8

4臥4

6.62 仇01 48.8 4,490

45.8

45.1

4,810

4,680

C5.1H1005

C5.7ElOO4.5

C6.6HlOO5.,

C5.6Hl004.6

C石.1HlOOl.6

C6.3HlOO=

◎

◎

嗣H｡冨0｡跳◎｡△
号

S

記

セルロース,テンプン等

タンパク質

脂肪

その他有機化合物

Sあるいはハロゲ/

主成分50%以上

副成分20～50%

教皇成分5%以下

3.】ごみの組成

ごみを受入のまま機械的に区分したものを組成として表現するこ

ととし,ごみ焼却場に搬入された生ごみを慣用区分により調査した

結果と,川崎市の例(5)を比較して示したのが表2である｡

図2は季節別のごみ組成の変化例(4)を示したものである｡

3.2 ごみの成分

ごみを化学的に調査区分し,これを成分として表現してみると,

表3のように,地域別のごみの成分測定結果とドイツの工業都市の

例(6)が比較できる｡ごみ中の水分ほ,可燃性物質を構成するものと,

冬物質に付着あるいは空間に保有充てんされているもので,国内で

は>50%,ドイツの例は<50%ということば注目してよい｡

表4は,家庭ごみ中の代表的可燃物質の成分を実測した結果で

ある｡

3.3 ごみの密度

表5ほ,大都市のごみ焼却場に搬入された生ごみと,焼却炉ビッ

ト内に滞積されたごみについて,成分,発熱量およぴその密度を測

定(42年8月)した結果を示したものである｡

水分は,滞積ごみ<生ごみ

密度は,生ごみ <滞積ごみ
の関係を示している｡

3.4 ごみの発熱量と燃焼性

3.4.1ごみの発熱量

表dは,家庭ごみ中の可燃物質を乾燥し,成分,元素分析およ

び発熱量を測定し,おもな元素組成式を予想した結果を示したも

のである｡この結果をもとに,焚(たき)込ごみの低位発熱量計算

式として(1)式を設定,採用することとしている｡

Hα=4,400′-600α一

′＋〟＋仰=1.0

ここに,H〟:ごみの低位発熱量kcal/kg

‥‖.(1)

焚込ごみ

′:ごみ中の可燃分含有量kg/kg 焚込ごみ

〝:ごみ中の不燃分含有量kg/kg 焚込ごみ

4

3

0

0

】
中
華
甘

丼.

ぎ
言
欝
雷
彰

∧
‖
U

ハU(U

<U

Hu=4.40けr-600Ⅵr kcaJ/kg†七込ごみ

r＋u＋肌r=1.O

f

-≒0.4､0.7
f＋u

0 0.1 0.2 0.3 0.4

不性分u

図3 燃料として用いるごみの性状限界

山:ごみ中の全水分含有量kg/kg 焚込ごみ

図3は,(1)式により,実用上のごみ成分範囲を予測したもの

で,水分は30･～70クg,金属や陶器,ガラス析を含む不燃分は10～

30%,乾燥後の可燃分含有率′/′十以は40～70%という経験値

で規制すると,多角形DEFGHJ内に実際ごみの性状は限定でき

るが,焚込ごみの低位発熱量は400～2,000kcal/kgと大きい幅を

有し,燃焼空気量,発生ガス量とも幅広く変動することがわかり,
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図6 焼却炉におけるごみと排出物

連続式焼却炉の設計および運転は可成り高度な困難を伴うものと

了解される｡

3.4.2 ごみの燃焼性

ごみは,乾燥一着火一燃焼という過程を連続的に経て焼却さこれ

るが,水分が著しく多く,サイズ,形状の不整な都市ごみでは,

乾燥過程の成否がその効率を大きく左右することになる｡

図4は,小形の通気乾燥装置を用いて,おがくずの乾燥実験を

行なった結果を示したものである｡乾燥ガスの温度は正確に調整

されている｡200℃の場合,かなり長時間の恒温乾燥が行なわれ

て一部に吹き抜けを生じるが,乾燥,加熱は漸次層内を上昇して

ゆき,約6時間で全層がガス温度に達する｡この時はすでにおが

くずの分解酸化が生起していて,低発火点を有する揮発分の発生

があり,自然着火して急速な温度上昇を生ずる部分と,ガス温度

に加熱された状態を保つ部分がある｡

乾燥ガス温度の上昇に伴う現象ほ図に明らかで,350℃の乾燥

ガスを使用した場合,約20分で乾燥し,着火燃焼することがわ

かる｡

図5は,ごみ可燃物組成の主体をなすおがくず,新聞紙,みか

ん皮および残飯などの示差熱分析結果を示したものである｡90～

120℃で吸着水の放出と分解,180～250℃で酸化発熱の生起する

ことがわかり,表7は,セルロースの熱分解生成物を,ガスクロ

マトグラフィによって分析した結果で低着火物質は揮発性のアル

デヒド炉であることを示している｡

これらは,ごみの貯蔵ビットの設計や,焼却炉内の乾燥,着火

過程の解明に役だつ｡
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図5 ごみ中可燃物の示差熱分析結果

表7 ガスクロストグラフイで検出した

セルロース分解生物と発火点

分 解 生 成 物 一 重気中の発火点

カ■ ス 或 分

0
0
2
2
恥
ボ
ポ

C

C

H

O

C

C

C

ハU

O

5
3

竺
8
｡
㌫
…
4
｡

C2H4CnII2＋OH

(アルコール頬)

含酸素化合物

(揮発性成分)

CnH2nO

(アルデヒド類)

CnH2n＋20

(ケトン類)

H20

Cn=1

Cn=1.4

Cn=1.3
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4.ごみ燃焼による排出物

図dは,ごみの基本成分とその燃焼生成物,有価発生物および排

出物のフローを示したものである｡

良好な焼却炉とは,高効率,長寿命を有し,排出物が公害上の問

題を生ずることなく簡単に行なえるもので,さらに温水,蒸気 電

気そのほか有価発生物の有効な利用の可能なものといえよう｡

4.1排 ガ ス

ー般に右横物が完全燃焼すれば,CO2,H20になり,不完全燃焼

するときCOが発生する｡しかしごみほその性状から各種ガスの発

生が予測できる｡

表8はわれわれが実炉で測定した例を示したものである｡

(1)HCl,C12

最近のごみほ塩化ビニル系統のものが多量混在しており,さ

らにごみ中の厨芥(ちゅうかい),ポロくずなどほすべて塩分を含

んでいる｡これらが加熱,燃焼されてHCl,C12の発生源をなす

もので,その反応式は次式のように示される｡
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表8 ごみ焼却炉排ガス測定値

農 村 地 帯

42/4

火炉即lスプレー後

43/11

火炉出口1スプレー後

42/8

火炉出口1スプレー後
HCl(ppm)

SO2(ppm)

SO3(ppm)

NO＋NO2(ppm)

N耳3(ppm)

R-CI‡0(ppm〕

R-COOII(ppm)

CO乏 (%)

02 (%)

CO (%)

H20(%)

ク ー

′レ

(g/Nm3)

1,525

70

40

110

18

13.6

5.3

0.0

24

Tr

330

50

30

115

15～120*

9.0

9.0

0.0

39

Tr

500

70

40

110

12.5

7.8

0.0

27

Tr

170

40

25

85

6

2

0

730

200

30

70

45

320

Tr

Tr

80

30

<U

注:(1)H20ほWet base,ほかほdry base

(2)*近藤氏:空気調和･衛生工学第41考第12号p.16より引用

2CH2=CHCl＋50喜一一4CO皇＋2H三0＋2HCl‥‥‥(2)

(3)

4HCl＋02ご2H20十2C12
.…..(4)

われわれの測定でほ,Cl2ほ検出されず,HClとして存在して

いる｡HClは有害ガス中もっとも多量で公害上ほもちろん,装置

腐食の大きな原因をなしている｡

(2)SO2,SOs

SO2,SO与は,ご克中の硫酸塩の分解ぞ,ゴム額に含まれてい

るイオウの酸化により発生するものと考えられる｡その量は,石

炭や重油の燃焼排ガスに比べれば少ない｡これらが公害,腐食問

題に関連することほ衆知のとおりである｡

(3)NO＋NO2

窒素系酸化物は,ごみ排ガス中ではほとんどNOおよぴNO2と

して存在しNO>NO2の傾向にあり,大気に拡散されて次第に

NO-NO2になるものと考えられる｡これらの発生は塩額の分

解によることも考えられるが,むしろ窒素系有穀物やアンモニア

系統の酸化分解,燃焼中のN2の酸化などが支配的と考えられる｡

(4)NtI3

NH3の発生ほ,塩類の分解によるものと推定される｡しかし燃

焼良好なときはNO2とH20に分解しその発生量ほ微量である｡

(5)H2S

H2Sは,還元性ふん囲気において,先に述べたイオウの化合物

が還元されて発生する可能性があるが,われわれの測定例では検

出されなかった｡

(6)アルデヒド,右横酸

アルデヒドと有機酸ほ(5)式に示す関連がある｡有機酸は塩と

して動植物界に広く存在しており,いずれも良好な燃焼時には分

解してCOヱ,H20になると考えてよい｡

(酸化) (酸化) (酸化)

R-OH→R-CHO→R-COOH→CO2＋H20
アルコール アルデヒド 有俵酸

.….(5)
(7)タ ー ル

タールほ,ごみが蒸し焼き状態のとき多量に発生するが,良好

な燃焼時にほほとんど発生しない｡

(8)H20

ごみ焼却炉の場合はごみ自体に多量の水分を含有しているの

で,その排ガス中に30%以上のH20を含有している｡H20は酸

露点や,ダストの付着を促進し棟器腐食の大きな因子である｡

表9 ダ スト の 成分 と 融点
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表10 西ドイツにおけるダストの成分と融点

d

3

3

的脚A12｡謡恥£K

%
%
%
%
%
%
%
%
%

21.7～31.9

9.8～15.2

6.9～12.1

12.8～30.9

2.1～4.6

1.5～9.6

4.6～8.7

4･～14

1～13

3～16

10～20

0.5～4

30･～48

0.1～0.4

14へ一28

7

〓
一
一
品
4
7
1
5

291

㌃妄＼＼二軍弓大都市】中都市】工業郡市農村部 住宅団地

金 属 類

陶 器,石 炉

ガ ラ ス 類

灰 22.8

末 燃 物 類; 10.8

1

3

･4

3

2

4.2 ダ ス ト

燃焼して微粉化した灰をダストと称している｡ダストの一部は燃

焼ガスとともiこ飛散して,炉壁や伝熱面に堆石(たいせき)するもの

もあるが,大部分は煙突前の集じん装置で捕集される｡

表9は,ダスト成分の測定例である｡表10は参考として西ドイ

ツにおける例(7〕(8)を示したものである｡ダストはSi,Al,Caの酸

化物が主成分をなしており,Ⅹ線回折分析の結果Na,Kなどのア

ルカリ塩化物,硫酸塩の存在がわかったが,これはNa,K,S,Cl

がほぼ数パーセントオーダで検出されたことで裏付けられる｡

大気中に排出されるダストは,公害上からも規制されるが,堆積

ダストは焼却炉の機器腐食に大きく影響しており,これについては

別項で述べる｡

4.3 燃淳(もえかす)

図dに燃えかすと示したものは,ダストの一部と金属,陶器,ガ

ラスなどの不燃物や末燃物が混在して,最終的には炉外に搬出され

埋立てや山積などの処理を要するものである｡

4.3.1燃淳の性状

表1tは燃淳組成の測定例を示したものである｡金属,陶器,
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表12 燃淳 の 成分 と 発熱量

H 大都市 中都市 エ業都市 農村部 住宅田地

強熱減量

(%)

元素分析

600℃

900℃

C(%)

E(%)

発熱量 kcal/kg 1,540 1,380

ガラスなどの不燃物はかなりのかさを占めており,再処理を要す

るものとして,焼却炉設置の計画に考慮すべきものである｡

表12は燃淳成分,発熱量の測定例である｡

図7は600℃強熱減量と発熱量の相関を求めた結果を示したも

のである｡

いま,6.25t/b容量のごみ焼却炉を考えてみると

表2より燃軽量ほ,6.250×0.16=1,000kg/h

表11より灰,未燃物量ほ,1,000×0.336=336kg/h

表12より強熱減量は,336×0.293=98kg/h

表12より発熱量は,1,540×336=517×108kcal/kg

したがって

(a)

(b)

慧警はほぼ0･1となり
ごみの発熱量を1,000kcal/kg焚込みとすると

未燃損失は器=0･082
となり燃経の未燃損失は8.2%とかなり大きいことがわかろう｡

4.3.2 燃渾中の腐敗性未燃物

燃津中の未燃物の大部分は,安定な炭素などの非腐敗性物質で

あるが,一部腐敗性物質が残存しているので,これを埋立てなど

に用いる場合に公害上の問題を生ずるとし,その量についてほ,

燃韓中1%以下が望ましいとされている｡

同一炉で,燃焼良好,不良と判断した状況で測定した結果を表13

に示す｡不良時が良好時の2倍量検出され,その強熱減量もほぼ

2倍量である点から両者に相関性があるとして,燃淳の強熱減量

測定をもって腐敗性未燃物量を予知することは実際的と考えて

よい｡

衰13

800

500

000

500

(
ぷ
＼
～
付
ぷ
)御
感
酸

H≒50Ⅹ

H一高位発糾i‡(kcaJ/kg)

10 20L

600心C強熱純量(%)

30 40

図7

タリ ン カ

燃淳の強熱減量と発熱量の関係

ガラス嬢が溶融して, これに灰や不燃物が付着して塊状のクリソ

カーを生成することがある｡こうしたクリソカーの生成は,ごみや

燃えかすの移動を阻害して,ストーカーの扱能を妨げ燃焼量を低下

するが,これが生成することは,炉内燃焼温度の過温や,ガラス類

などの偏在を示すもので,運転操作や保守管理上,留意する点で

ある｡

表14は発生クリンカーの性状を調査した結果である｡ 表中のク

リンカー生成推定温度は,実験室的にガラス片とダストを用いてク

リソカーを作成し,その温度と色調から,実際クリソカーの生成温

度を推定したものである｡

4.5 排 水

ごみ焼却炉は大量の汚水を排出するが,大別すると次のように

なる｡

(1) ごみピット排水

生ごみをピット内に堆積中浸出するもので,その発生量はごみ

質,天候などによって左右される｡BOD,CODとも汚染度の最

も高い排水であり,し尿なみの取り扱いを要するものである｡

(2) フライト排水

燃えかすを冷却し,また飛散を防止するため水封したコンペヤ

内に落下させ湿り灰とする｡この排水と各種洗浄水,

び一部轢器冷却水が合流して排出している｡

物

洗煙水およ

項 目

試料採取時

燃 焼 不 良 時

燃 焼 度 良好時

未

野菜くず

1.5

仕分け

不能分

不 燃

ガ ラ スl陶器石

0.3 0.7 0.2 46.8 13.20

腐敗性兼燃物

(wt%)

蓑14 ク リ 性 状
＼

＼ 地 域

区 ㌃＼＼＼＼＼No.1 No.2
中 都 市

No.1 No.2
農 村 部 住宅団地

石

ス

罵

乳
ラ

金
陶
ガ

灰

タリンカー生成推定温度 8(和～900℃

0.3

0.4

0.3

区分不能

1,1(氾～1,200℃

ー0.4

-1.1

0.07

900～1,(巾0℃

ー0.4

-1.1

0.(汀

3.8

6.2

90.0

700～8(叩℃

0.03

0.07

0.03

試験期間中

クリ ンカー

ほ発生Lな

かった

性状調査は金属類を除いた物を粉砕して行なった｡
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表15 ごみ焼却炉排水の測定値

都 市 ご み 331

:＼ 竺竺
烹=
詣川ツー硝ライ佃
項1＼＼＼三月
pH

SS(ppm)

BOD rppm､1

大 都 市

42/11

5.9

920

15,000

PH

SS(ppml

BOD(ppm)

最
終
排
水

10.6

480

47

中 都 市

43/11

5.9

5,320

7.1一-10.8

138′､186

26′一三60

B三……器≡三臣2…皇4
6.8～10.9

77～130

72～390

′ト 都 市

42/7､9

l≡昌…二喜;喜｡｡

と-ヤ吾-
18,800～40,000

190～220

5.0～10.0

27～203

10{一275

(3)一 般 排 水

機器冷却水,事務所,風呂などの付帯設備の排水であるが,容

量,汚染度とも問題にする要はなく,最終排水の希釈に用いられ

ている｡

(4)最 終 排 水

上記各種排水は,処理装置を設置して処理され,最終的には‾F

水道や河川に排出される｡

表15は排水の測定例であるが,本例の場合は下水道に排出さ

れるので,pHが一時点高かった以外問題はない｡

河川放流の場合は,きびしい規制があり,排水処理装置が,高

度,複雑なものとなるので焼却炉設置時の計画要点の一つである｡

5.焼却装置機器の腐食

いずれの焼却炉においても,図るに熱回収部として示した温水管

や空気加熱管などで,著しい腐食が発生しているし,耐火材の変質

劣化も著しい｡ここでは耐火材の劣化や,低温酸腐食は省略して,

高温腐食について述べる｡

図8は,空気加熱管における激しい腐食損耗事故の実例を示した

ものである｡

5.1排ガスによる腐食

焼却炉の燃焼ガスによる高温腐食は,対象となる鋼材の組成に大

きく関係するが,CO2,空気,02,水蒸気,SO2,/､ロゲンなどの

順にあとのものはど腐食性が強いとされている｡

22
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拷19 介成ガスふん囲気中の銅材の

温度と肉食吊二の関係
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｢a)損傷管(材賀SUS27)
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スケールの層別Ⅹ繰回析分析

① 哉褐色(粉末状付着ダスト)

2CaO･A1203

SiO2

α-SiO2

言語叢書才
②芸濃(バーク状ストル主構成分)α-Fe203

Fr203

Cr304

Ni･Fe204

FeC12

NaCl

カニス沈
⑨ 黒 色(バーク状および粉状スケール)

NiFe204 水抽出物として

r-Fe203 NaCI
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FeCI3

NaCl

(b)ト レ ス

図8 ごみ焼却炉空気伝熱管の腐食状況

排ガス組成は表8に示すとおりであるが,現在われわれはHClの

存在をもっとも毛祝している｡HClによる鋼材の腐食反応は次式の

ように考えられている｡

300～400℃ (gas) (gas)

Fe208＋6HClマ=± Fe2C16 ＋3H20
……(6)

より高温では

Fe203＋4HClご･2FeC12＋H20＋‡02‥…‥(7)

このほか,SO2も含まれており,H20ほ5F均30%と多く,02も

乾燥を目的とした空気過剰で燃焼されているので,一般燃料の場合

より多く,いずれも高温酸化や腐食を促進しょう｡

図9,10は,われわれがHClを含む合成ガス(HC12,000ppm,

H2030%,残Air.)中で行なった高湿腐食試験の結果で,一般式y”=

K才で進行する形の腐食である｡
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図11 ダストならびに水抽出物の示差熱曲線

5.2 飛散ダストによる腐食の促進

図dに示したように,燃焼排ガス中には飛散ダストが含まれてい

る｡西ドイツのボイラ付焼却炉ではこれらのダストが伝熱管上に堆

積し,腐食を促進させていることを示し(9),HClによる腐食ととも

に検討が進められているが,R,Huchfモは,燃焼排ガス中のHClや

C12の腐食作用を強調し(10),H.Eberhardt氏ならびにK.F畠81er民

らは,HClと低溶融点を有するアルカリ硫酸塩との共存によること

を示している(6)(8)｡

図11は,表9に示したダストの示差熱分析結果であり,515℃で

部分溶融が認められる｡この温度で溶融を示さなかったダストも,

水抽出したものはすべて同温度で融点を示し,いずれのダスト中に

も量的な差はあるが,低溶融点物質が含まれていることがわかる｡

これらの成分をⅩ繰回折分析により検討した結果,NaCl,KClお

よびNa2SO4の三成分による共晶物であることを見出した｡

図12は,表9に示したダストを共存せしめた場合のSUS材に対

する腐食試験結果を合成ガスふん園気のみの場合と比較して示した

もので,515℃で融点を示す大都市(a)のダストは,HClを含む合

成ガスふん囲気で特異な腐食カーブを措く｡ダストによる腐食試験

片の断面観察の結果は,いずれも図8に示したと同じく,激しい粒

界腐食を示し,いわゆるバーク状スケールを発生する｡

前述したように,ごみは上記ダスト中の腐食促進剤であるアルカ

リ塩化物ならびに硫酸塩の生成を,量的な変動はあっても連続して

供給しているわけで,これらを考慮して,伝勲面やグレートなど,

焼却炉機器のメタル温度が,300～400℃程度に押えられれば,長寿

命,トラブルの減少が期待できよう｡

d.結 口

以上 連続式枚械焼却炉の設置計画を対象として,都市ごみの燃

料としての性状を記述したが,
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図12 合成ガスおよびダスト共存下の腐食

(1)一般燃焼炉は,燃料の性状変動を極力規制して,加熱,蒸

気発生などの目的を有効に達成しょうとするのに対し,ごみ焼却

炉は,図3の範囲で,時々刻々変化する性状のごみを焼却するこ

とが目的で,加熱,熱回収などは派生する手段である｡

(2)ごみ焼却炉は一次的公害対象物であるごみを焼却するが,

燃焼排ガス,排水,燃焼残淳など,二次的公害対象物を多量に発

生するので,その設置計画や機器設計は高度,複雑で余裕率の高

いものであるべきで,現用機械炉は決してじゅうぶんなものとは

考えられない｡

(3)燃料としてのごみの性状ほ,本文で記載したように,その

燃焼機構(雑多なサイズ,高水分,可燃物と未燃物の偏在する燃

料の乾燥,着火,燃焼維持)の解明,したがって燃焼装置の合理

的な設計の困難さを示しており,工学的検討とともに芙炉におけ

る経験,改良の蓄積を要するものと考えられる｡

(4)焼却炉を構成する機器材料に対するごみ燃焼生成物の腐食

性は,その研究がようやく緒についた段階と考えるべきで,ごみ

を燃料として有価物を生み出す(蒸気発生や発電など)焼却炉を完

成するためには,材料研究もあわせ行なわねばならない｡

などのことが考察される｡

アメリカにおいては,1968年よりようやくごみ焼却炉の計画が本

格的に検討されはじめられたときく｡われわれの経験が今後の焼却

炉設計の足掛りの一つともなることを期待したい｡
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